
第1回ワークショップ

開催日時：令和４年１０月１２日

令和４年度災害廃棄物処理に係る

北海道ブロック人材育成モデル事業

【釧路総合振興局】

ワークショップ資料１



内容 ワークショップ内容 時間の目安

講義

「処理計画の基礎的な事項」
➢ 平時の備え

～千島海溝・日本海溝地震について～
➢ 初動について
➢ 仮置場の設置・運営・管理
➢ 行政や民間との連携

50分

意見交換会① ➢ 初動について 50分

休憩 10分

ワークシートの
作成方法

➢ ワークシート記入方法
➢ 災害廃棄物量の推計演習
➢ 相談受付方法等

50分

質疑応答 20分



①平時の備え 備えるべき災害について知る

千島海溝・日本海溝沿いの巨大地震について

出典：千島海溝・日本海溝沿いの巨大地震の被害想定について（R４北海道）

➢ 想定する地震動

➢ 想定する津波



①平時の備え 備えるべき災害について知る

千島海溝・日本海溝沿いの巨大地震について

出典：千島海溝・日本海溝沿いの巨大地震の被害想定について（R４北海道）

➢ 想定する浸水域



①平時の備え 備えるべき災害について知る

千島海溝・日本海溝沿いの巨大地震について

出典：千島海溝・日本海溝沿いの巨大地震の被害想定について（R４北海道）

➢ 建物被害（全壊数）

いずれの地震においても、５万または13万棟以上の家屋が全壊

すると想定されています。ここには半壊家屋数が含まれていないこ

とに留意してください。



①平時の備え 備えるべき災害について知る

千島海溝・日本海溝沿いの巨大地震について

出典：千島海溝・日本海溝沿いの巨大地震の被害想定について（R４北海道）

➢ 建物被害（全壊数）

被災地域の合計で6万人から25万人に達する

方々が避難することが想定されています。

※皆様の自治体ごとの想定全壊棟数・避難者

数はお手元の資料の整理してあります。



①平時の備え ②初動 ③仮置場 ④連携

「処理計画の基礎的な事項」

まずは、発災直後にすべき事項あるいは、

必要な事項について知っていただきます。



②初動

出典：災害時の一般廃棄物処理に関する
初動対応の手引き（Ｒ２環境省）

初動とは？
発災直後の数日間において体制整備や被害状況の確認を行う期間に
おける災害廃棄物処理に係る行動のこと（下図赤枠内）



②初動

出典：災害時の一般廃棄物処理に関する初動対応の手引き（Ｒ２環境省）

初動で求められること

➢ 住民の生活環境保全上の
支障への事前対処

→非常にたくさんの課題を3日
程度で処理しなければいけな
いので、平時における初動へ
の事前対処（平時の備え）が
重要



②初動：安全・組織体制の構築

出典：災害時の一般廃棄物処理に関する初動対応の手引き（Ｒ３ 環境省）

まずは安全確保

次に組織の構築

➢ 少人数でできることは限
られます。類似した作業
を複数で実施しないよう
に、まずは、組織を構築し、
作業を確認しましょう。

➢ 組織を作るには、人員の
確保（安否確認）、参集状
況（参集できなければ、通
信手段の確保）が必要で
す。



②初動：被害情報の収集・処理方法の判断

出典：災害時の一般廃棄物処理に関する初動対応の手引き（Ｒ３ 環境省）

地震の場合は余震が終

了し次第、水害の場合は

水が引けば廃棄物は発

生します。迅速に発生量

の見込み、処理能力等

を踏まえて、支援要請を

行います。
➢ 処理能力や支援要請先（連携）に

ついては、平時に備えておく必要

があります。廃棄物量の推計は後

程演習を行います。



②初動：生活ごみ・避難所ごみ・し尿処理体制の確保

出典：災害時の一般廃棄物処理に関する初動対応の手引き（Ｒ３ 環境省）

処理施設、収集運搬車

両、アクセス道路の被災

状況などを考慮して、処理

体制を構築します。

生活ごみの分別や収集

日を住民等に周知する必

要もあります。

➢ 避難所や仮設トイレの設置箇所に対

しても収集・運搬が必要です。

※ボランティアへの周知などは災害の規模に

応じて行います。



②初動：災害廃棄物処理体制の確保

出典：災害時の一般廃棄物処理に関する初動対応の手引き（Ｒ３ 環境省）

処理体制を構築するには、先ほど

の事項の他に、仮置場の確保と設

置、回収方法（分別）、運営・管理

方法の構築、ボランティアとの連携

があります。

➢ 分別方法には、仮置場のレイアウトも含まれます。

➢ 仮置場の管理・運営は重要な事項です。その場

所や分別の周知も同様です。

➢ 今後、災害と言えども廃棄物の減量が求められ

ます。リサイクル率の向上なども視野に入れま

しょう。



②初動：クロノロジーの作成

出典：消防防災科学センター 災害写真データベース

平成21年7月中国・九州北部豪雨の
災害対策本部におけるクロノロジー

前述の対応と並行して、災害

廃棄物処理対応の時系列の

記録（「クロノロジー」という。）

を作成することにより、防災行

動を実施した事象をもとにふり

かえり、改善策を検討し、防災

行動や災害後の対応を継続

的に改善・充実していくことが

重要です。

➢ データベース化と活用のため、

電子的な記録を保存していくこ

とが望ましい



②初動：事例 Bad 
Practice

令和元年10月 台風19号災害の事例

出典：令和2年度中部ブロック災害廃棄物対策セミナー（環境省R２）



②初動：事例 Bad 
Practice

出典：令和2年度中部ブロック災害廃棄物対策セミナー（環境省R２）

令和元年10月 台風19号災害の事例



②初動：事例 Bad 
Practice

出典：令和2年度中部ブロック災害廃棄物対策セミナー（環境省R２）

令和元年10月 台風19号災害の事例



②初動：事例

出典：令和2年度中部ブロック災害廃棄物対策セミナー（環境省R２）

Bad 
Practice

令和元年10月 台風19号災害の事例



②初動：事例

出典：令和2年度中部ブロック災害廃棄物対策セミナー（環境省R２）

令和元年10月 台風19号災害の事例

Bad 
Practice



②初動：事例 Bad 
Practice

出典：令和2年度中部ブロック災害廃棄物対策セミナー（環境省R２）

令和元年10月 台風19号災害の事例



②初動：事例 Bad 
Practice

出典：令和2年度中部ブロック災害廃棄物対策セミナー（環境省R２）

令和元年10月 台風19号災害の事例



②初動：事例 Good 
Practice

出典：令和2年度中部ブロック災害廃棄物対策セミナー（環境省R２）

令和元年10月 台風19号災害の事例



②初動：事例 Good 
Practice

出典：令和2年度中部ブロック災害廃棄物対策セミナー（環境省R２）

令和元年10月 台風19号災害の事例



「処理計画の基礎的な事項」

①平時の備え ②初動 ③仮置場 ④連携



③仮置場：設置

出典：災害時の一般廃棄物処理に関する初動対応の手引き（Ｒ３ 環境省）

仮置場は急には決められ

ません。また、あらかじめ

決めておいても、そこが被

災する恐れもあります。候

補地は余裕をもって事前

に選定しておきましょう。

➢ 広さ・地盤、周辺環境、アクセス、等

も考慮する必要があります。

➢ 平時に複数の候補地を選定し、発災

時に決定する方法もございます。



③仮置場：設置

一次仮置場 二次仮置場

・公有地（市町村有地，県有地，国有地）が良い。 ・迅速に用地を確保する必要があるため。 ◎ ◎

所有者 ・地域住民との関係性が良好である。 ・土地の原状回復や返却をスムーズに行うため。 ◎ ◎

・（民有地である場合）地権者の数が少ない。 ・土地の借用、原状回復や返却をスムーズに行うため。 〇 〇

・住宅地でない方が良い。 ◎ ◎

周辺の土地利用 ・病院，福祉施設，学校等がない方が良い。 ・粉塵，騒音，振動等の影響があるため。 ◎ ◎

・企業活動等の住民の生業の妨げにならない方が良い。 ◎ ◎

土地利用の規制 ・法律等により土地の利用が規制されていない方が望ましい。 ・粉塵，騒音，振動等の影響があるため。 〇 〇

前面道路幅 ・ダンプトラックの往来が可能な道路幅が良い。 ・がれきの運搬では10トンダンプトラックの利用が多いため。 ◎ ◎

〇 〇

処理先による 処理先による

〇 〇

処理先による 処理先による

〇 〇

処理先による 処理先による

土地の形状

・変則形状である土地を避ける。 ・車両の切り返し，レイアウトの変更が難しいため。 〇 ◎

・地盤が硬い方が良い。 ・地盤沈下が起こりやすいため。 〇 〇

土地の基盤整備の
状況

・アスファルト敷きの方が良い。 ・土壌汚染しにくい，ガラスが混じりにくいため。 〇 ◎

〇

レイアウト検討

・消火用の水を確保できる方が良い。 ・仮置場で火災が発生する可能性があるため。 〇 〇

・電力を確保できる方が良い。 ・破砕分別処理の機器に電気が必要であるため。 〇 〇

〇 〇

被災考慮 発災後適地選定 発災後適地選定

・河川敷は避けるべきである。 ・出水期に増水の影響を受けるため。 〇 〇

・災害活動拠点，仮設住宅，避難所等に指定されていない方が
良い。

・当該機能として利用されている時期は， 仮置場として利用でき
ない場合があるため。

◎ ◎

・道路啓開の優先順位を考慮する。 ・早期に復旧される運搬ルートを活用するため。 〇 〇

◎

設備

・各種災害（津波，洪水，土石流等）の被災エリアでない方が良
い。

・迅速に用地を確保する必要があるため。

地域防災計画での
位置付けの有無

〇
適宜整地

〇
適宜整地

・緊急輸送路に近い方が良い。

・鉄道貨物駅、港湾が近くにある方が良い。

・起伏のない平坦地が望ましい。 ・廃棄物の崩落を防ぐため。

・暗渠排水管が存在しない方が良い。
・災害廃棄物の重量等により，暗渠排水管が破損する可能性が
高いため。

・広域搬送を行う際に，効率的に災害廃棄物を搬送するため。

項目 条件 理由
機能別優先順位の目安

・高速道路のインターチェンジから近い方が良い。
・災害廃棄物を搬送する際に，一般道の近隣住民への騒音や粉
塵等の影響を軽減させるため。

輸送ルート

仮置場の選定基準例（住民用仮置場、一次仮置場、二次仮置場）



③仮置場：事例 Good 
Practice

➢ 整然と分別され、侵入した車両が渋滞しないように、一方通行によりすべ
ての分別場所を回遊できるように配置されている。市民には事前周知済。

➢ 敷鉄板・重機の手配、畳の積み上げ高さ制限、事前の土壌調査等を実施。

出典：令和2年度中部ブロック災害廃棄物対策セミナー（環境省R２）



③仮置場：設置

出典：東京都（Ｈ２７）

➢ 東日本大震災では、仙台市で発生した災害廃棄物量の約50%が同市
の設定した一次仮置き場の最大保管量であった。
また、東京都大島町では、Ｈ25による土砂災害における災害廃棄物
処理においては、約25%であった。

廃
棄
物
量

発災からの時間

仮置場保管量

搬入量

最低限確保
すべき仮置場の

大きさ

ごみはたくさん搬入されてきますが、
同時に搬出もされますので、全量分の
スペースを確保する必要はありません。



③仮置場：運営・管理

出典：災害時の一般廃棄物処理に関する初動対応の手引き（Ｒ３ 環境省）

仮置場は設置しただけではすみま

せん。分別指導・周知、安全・衛生

管理、周辺環境の保全（水質、悪

臭、火災）等が必要です。

➢ 分別指導には、ボランティアの方々に対するもの

も含まれます。

➢ 便乗ごみの持ち込みの禁止、分別の徹底、危険

なごみへの対処等の住民への注意喚起や管理

運営業務の安全確保も重要です。



③仮置場：事例

出典：横浜市HP

【民間との連携】
➢ 横浜市では、大規模災害に備え、仮

置場が不足するおそれのある地区に
存在する大学のグラウンドを仮置場
として使用できる協定を締結した。

⇒その他の自治体でも、企業の敷地（主にリサイ
クル関連施設）や大規模ショッピングセンター等の
駐車場を仮置場として利用できるように協定を締結
する事例はよく見られるようになってきた。

【住民との協働】
➢ 神奈川県逗子市では、災害廃棄物処

理計画策定にあたって、地元説明会
を行って、理解醸成に努めた。

⇒小規模自治体でも住民参加の仮置場の開設、
運営訓練を行うことが増え、市民の理解を深める
場を設ける機会が増えている。

出典：環境省HP

Good 
Practice



①平時の備え ②初動 ③仮置き場 ④連携

「処理計画の基礎的な事項」



行政と民間との連携

出典：（一財）日本防火・危機管理促進協会（2015） 地方自治体の災害対応業務における
官民の連携方策に関する調査研究報告書

災害時に不足するマンパワー、行政で行うことが困難な対応・専門的
な事項について、連携により、迅速に補完する又は強化、連携する。

行政と民間との連携の必要性



行政と民間との連携

➢ 2007年能登半島地震での事例
・災害ごみの片付け作業にボランティアが参画した。廃棄物を積み込む車両には
一般車両に混じり、パッカー車が投入されていた。
・パッカー車への積み込み作業は専門的な訓練を受けた作業者でも危険である。
（今年の福井県の現場でも見られた）

出典：平成19年能登半島地震災害記録誌（2009年石川県）

Bad 
Practice



行政と民間との連携

➢ 2018年西日本豪雨 岡山県倉敷市の事例
・ボランティア組織の立ち上げは通常は地域の社会福祉協議会が行う
・倉敷市では、この組織へ市職員を派遣した。
・派遣した職員は倉敷市の企画財務局の主幹で、日頃より各部署との接点が
あったため、スムーズに連携が図れた。
・仮置場の閉鎖時期についてアンケート調査をボランティアが行うことにより、そ
の結果、公費解体申請希望、片づけごみ処理の支援、これらによる災害廃棄物
処理（量の推計、仮置場の設置期間の決定など）が円滑に進んだ。

出典：国立環境研究所HP 環境省（2016）災害廃棄物対策の基礎

Good 
Practice



①平時の備え ②初動 ③仮置き場 ④連携

「処理計画の基礎的な事項」



①平時の備え 備えるべき災害について知る

出典：和歌山県かつらぎ町HP

➢ 訓練の実施

➢ 防災教育の実施

➢ 市町村・関係機関との連携

➢ 専門家による助言

本事業でも第３回のWSでは、仮置
場の設置に関する図上演習を実施
します。また多くの自治体で災害廃
棄物に関する住民参加の訓練が
行われています。

環境省では自治体職員向けの災
害廃棄物処理に係った方の体験談
を聞く場を設けるなどの防災教育
を実施しています。

環境省では災害廃棄物処理計画
策定（改定）を支援しています。

次年度から、連携強化を図るため、
北海道ブロック協議会にエリア分
科会（仮称）を設けます。



①平時の備え

平時の備えチェックシート

➢ 発災時に備え、なにが
準備されているか、な
にが準備されていない
か、平時に確認しま
しょう。
また、順次、準備をして
いくことを心がけましょ
う。



①平時の備え

初動の手引き

➢ 手引きはありますが、発災
時にこれを読んでいる時間
はありません。
（全54ページ）
あくまで処理計画未策定時
の手引きであり、
対処方法に迷ったとき等に
使うものとして利用しましょ
う。



①平時の備え：事例

出典：八代市HP
左：訓練風景、右：熊本地震の際の同市の仮置場

【市民参加型の訓練の実施】
➢ 熊本県八代市では、産業廃棄物処理

協会と連携し、仮置場設置、運営訓
練を行った。訓練では、便乗ごみを防
ぐため、身分証の提示や住民への対
処方法などの訓練を行った。

【災害廃棄物分別マニュアルの策定】
➢ 大阪府泉佐野市では、住民参加のも

と、災害廃棄物処理マニュアルを作
成した。

出典：泉佐野市HP

Good 
Practice

【放送原稿等の事前準備】
➢ 災害時に防災無線や地域FMで放送する原稿をあらかじ

め用意している。また、仮置場の開設や利用方法を示す
チラシ等もあらかじめ用意している自治体も多い。

【その他】
➢ 水害時の土砂を入れるための土嚢の準備、要支援者へ

の災害時に要望する支援内容の事前聴取など。



①平時の備え 経験者は語る・・・

出典：令和2年度中部ブロック災害廃棄物対策セミナー（環境省R２）



以上のことから、
被災する前にあらかじめ備えておくことが重要です

ワークショップを通して事前の備えを行うことができます

事前に備えることで災害時の対応を強化しましょう

フェイスシールドをお配りします。



意見交換会

このあとグループごとに、

〇初動対応

について、意見交換を行っていただきます。



意見交換会

■今回の意見交換会の目標
今回を皮切りに、各自治体における災害廃棄物対策

の検討を開始します。

■今回のテーマ設定
災害廃棄物対策の大きな課題のうち、すべての自治

体に関連するテーマを設定。

災害廃棄物の初動期において必要な業務



意見交換会

テーマ：
発災（地震or水害）から数日間の初動期において必要な業務

各自で、自分の意見を付箋に書く（5分）

順番に自分の意見を説明する
説明したものは模造紙に貼る（15分）

時系列や似たものをまとめる
計画に記入すべき事項の抽出（10分）

グループごとに発表（合計10分）

自己紹介（1人1分） リモート参加の
方はチャットか
口頭で説明

■意見交換会の流れ



■付箋作成の留意点

意見交換会

●できるだけ具体的にイメージしやすい表現で
記述する
例： 仮置場候補地の状況の確認・・・×

仮置場候補地及び搬入ルートの利用の可否を
現地確認する・・・〇

●１枚の付箋に１つの事項を書き出す

●大きな字で見やすく書く



■意見交換のルール

意見交換会

●ほかの人の意見の批判・判断はしない

×「それは現実的じゃない」「無理」

●質より量

思いついたことを、できるだけたくさん書き出す

●ほかの人のアイデアに便乗する

乗っかり、横取りＯＫ

●遠慮しない、肩書を捨てる、思い込みを捨てる



まずは自己紹介

意見交換会



自己紹介

班内で自己紹介をお願いします（１人１分）

氏名

所属

平時の担当業務

被災地での経験の有無

上記の事柄以外でも構いません



初動に関して

意見交換会



初動に関して

➢ イメージがわきやすいように次のような想定をし
てください。

①発災2日前（7月初旬の月曜日）、皆さんの自治体を台風が接近

すると予報された

②発災前日（火曜日）の昼過ぎには、気象庁よりみなさんの自治

体周辺に「重大な災害がおこる危険性が高い」と発表された

③発災当日の朝（水曜日）、自治体に大雨特別警報が発出された

④13時過ぎ、主要な河川の堤防が決壊したとの連絡を受けた

⑤16時過ぎには、決壊した地域の住民から救助要請が多数寄せ

られているとの情報が入った。



初動に関して

➢ 水害の際の災害廃棄物排出の特徴

①水が引くと同時に、水にぬれて使えなくなった家具等の片付け

ごみが一斉に排出される

②仮置場候補地を河川敷のグラウンド等に設定している場合は、

冠水により使用できない可能性が高い

③大規模降雨をもたらした台風のあとは、晴天に恵まれることが

多い



初動に関して

災害廃棄物担当職員として、発災から数日間の初動期におい
て、どのような対応が必要か考えてみてください。

各自、初動期の業務について自分の意見を考え、
付箋に書き出す（5分）

班内で順番に意見を出す（15分）

似たものをまとめ、時系列順に整理する（5分）

計画に記入すべき事項の抽出（5分）



初動に関して

仮置場候補地
が使えるか
対策本部に
確認する

委託業者への
連絡体制を
確認する

➢ 自治体の災害廃棄物担当者として、自ら何をする必要が
あるか、誰に対して何を確認・依頼・連絡するか、付箋に
記載する

➢ 他の人がわかるよう、文章で記述する（体言止めは極力
使わない）

➢ 一つの付箋には一つの事柄のみを書く

仮置場候補地
の中から使用
する仮置場を

決定する

各自、初動対応について意見を出す（5分）



初動に関して

班内で意見を出し合う（15分）

班名 発災後の対応



初動に関して

時系列や似たものをまとめる（5分）
計画に記入すべき事項を抽出する（5分)

＜整理例＞

班名
発災後の対応

災害廃棄物処理計画に
記入すべき事項

組織体制・協力体制

仮置場



休憩（10分）

休憩時間でもソーシャルディスタンスを保ちましょう。

こまめに消毒・手洗いをしましょう。

マスクの常時着用をお願いします。

■休憩後に演習を行いますので、電卓（機能があるもの）を
ご用意ください。

■リモートの方は、休憩中も接続を維持してください。
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